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現
在
の
高
度
化
さ
れ
た
医
療
、
ま
た
日
常
の
診
療
活
動
、
そ
し
て
介
護
と
い
う
面
で
深
い
つ
な
が
り

を
持
つ
医
療
、
介
護
（
福
祉
活
動
）
の
現
場
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
携
わ
る
も
の
一
人
一
人
に
、
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
の
確
認
と
実
践
が
今
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
医
療
、
介
護
の
安
全
の
礎
は
、
対
象
者
に
直
接
的
ま
た
間
接
的
に
関
わ
る
全
て
の
人
達
の
人
間

愛
と
職
業
的
ま
た
専
門
的
ま
た
専
門
的
集
団
が
織
り
成
す
崇
高
な
医
療
、
介
護
行
為
に
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
方
、
医
療
、
介
護
の
安
全
は
、
そ
れ
ら
を
受
け
る
方
々
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
協
力
、
そ

し
て
家
族
、
更
に
は
社
会
の
大
き
な
支
援
も
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。 

福
島
県
医
師
会
は
、
平
成
十
三
年
五
月
十
五
日
医
療
安
全
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
十
三
年
九

月
に
は
福
島
県
医
師
会
「
医
療
安
全
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。 

『
私
た
ち
は
医
の
倫
理
に
も
と
づ
き
、
良
質
な
医
療
を
提
供
し
、
患
者
さ
ん
と
共
に
、
安
全
な
医
療

を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
と
め
ま
す
』
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

（
医
）
あ
さ
う
ら
会 

須
田
医
院
も
、
そ
の
趣
旨
に
則
り
医
療
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体
的
「
医

療
安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
熟
知
す
る
と
共
に
日
々
安
全
医
療
を
心
が
け

る
た
め
に
、
当
院
で
の
毎
朝
の
ミ
ー
テ
ン
グ
に
次
の
よ
う
な
モ
ッ
ト
ー
を
唱
和
し
て
い
ま
す
（
常
識
的

な
も
の
で
す
が
）
。 

須
田
医
院
の
モ
ッ
ト
ー 

 

患
者
さ
ん
に
親
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

患
者
さ
ん
の
訴
え
を
素
直
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。 

 

患
者
さ
ん
の
お
薬
、
注
射
、
検
査
に
つ
い
て
安
全
確
認
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。 

介
護
福
祉
活
動
に
お
い
て
も
安
全
対
策
は
当
然
の
事
な
が
ら
大
事
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

（
社
福
）
り
ん
さ
く
福
祉
会
の
事
業
で
あ
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
「
望
洋
荘
」
で
も
入
所
者
の
安
全

対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
住
み
よ
い
環
境
作
り
に
努
力
し
て
い
ま
す
。「
望
洋

荘
」
で
は
次
の
よ
う
な
憲
章
を
作
成
し
職
員
に
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す 

                

さ
ら
に
、「
望
洋
荘
」
の
組
織
の
中
で
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
委
員
会
は
、
右
記
の
憲
章

を
基
本
理
念
と
し
、
み
ず
か
ら
を
戒
め
て
日
常
介
護
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
よ
り
一

層
、
専
門
職
と
し
て
の
心
を
持
ち
、
入
所
者
と
の
信
頼
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
に
心

が
け
る
よ
う
職
員
一
同
に
指
導
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
次
の
様
な
挨
拶
文
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

『
利
用
者
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
家
族
の
皆
様
へ
、
よ
う
こ
そ
望
洋
荘
へ
。 

望
洋
荘
の
施
設
へ
入
居
さ
れ
た
皆
様
は
、
よ
り
よ
い
介
護
・
食
事
・
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
権
利
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
連
絡
下
さ
い
。
』 

 

以
上
の
言
葉
を
基
本
に
し
て
、
医
療
、
介
護
の
安
全
管
理
、
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
た
め
の
、
研
修
を
怠
ら
な
い
こ
と
と
共
に
、
温
か
い
優
し
い
心
を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
極
め
て
大
事
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

第 １ ７ 号 

平成 1７年 

４ 月 発 行 

望洋荘憲章 
 

１, 望洋荘の基本理念 
私たち望洋荘は、「家庭主義」をモットーとし

た基本理念で、利用者のご満足と笑顔を励みに努

めます。 

２, 利用者の生活の質の向上 
望洋荘で働く私たちは、利用者一人ひとりのニ

ーズと意思を尊重し、可能性の実現と生活の質の

向上に努めます。 

３, 公平・公正な施設運営の遵守 
望洋荘で働く私たちは、利用者の生活と人権を

擁護するため、自己点検を強化し、公平・公正な

開かれた施設運営に努めます。 

４, 従事者の資質・専門性の向上 
望洋荘で働く私たちは、常に誠意をもって質の

高いサービスが提供できるよう、自己研鑽に励

み、専門性の向上に努めます。 

５, 国際的な視野での活動 
望洋荘で働く私たちは、諸外国との交流を促進

し国際的視野にたち、相互の理解を深め、高齢福

祉の進展に努めます。 
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今
年
の
花
見
は
大
成
功
。
今
年
は
桜
の
咲
き
出
し
が
昨
年
よ
り
二
週
間
も
遅
く
、
で
も
い
っ

き
に
咲
き
始
め
ま
し
た
。
今
年
は
小
島
公
園
へ
ユ
ニ
ッ
ト
毎
に
行
く
事
に
決
定
。
四
月
十
五
日

午
前
に
薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
、
十
六
日
午
前
に
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
、
十
七
日
午
前
に
永
崎
・
四
倉
ユ
ニ

ッ
ト
、
午
後
に
勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
と
三
日
間
の
四
回
に
別
れ
て
実
施
致
し
ま
し
た
。 

花
は
咲
き
出
し
た
ら
散
る
の
も
早
い
も
の
。
十
五
日
に
は
満
開
、
十
六
日
に
は
散
り
始
め
、

十
七
日
に
は
花
吹
雪
と
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
や
つ
は
お
茶
と
お
菓
子
と
さ
さ
や

か
で
し
た
が
外
へ
出
た
開
放
感
と
春
の
風
の
爽
や
か
さ
の
中
、
お
い
し
く
食
べ
て
公
園
内
と
新

川
の
土
堤
の
散
策
、
遊
園
地
の
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
り
子
供
に
返
っ
て
遊
ん
で
の
一
日
で
し
た
。 

                  

   

橘
屋 

富
蔵 

師
匠
独
演
会 

                        

本   名 

  高橋 英義（たかはし ひでよし） 

出 身 地 

  北海道常呂町 

芸    歴 

   昭和 54 年 4 月 月の家円鏡(現八代目橘家圓蔵)に入門 

昭和 55 年 6 月 前座となる 芸名 月の家杵助 

昭和 58 年 3 月 二つ目昇進 橘家舛蔵と改名 

平成 7 年 3 月 真打ち昇進 橘家富蔵と改名 

「富」の一字は福富太郎氏より頂く  

趣    味 

  野球 スキー，スケート，ゴルフ，乗馬，油絵，車，4 級小型船舶操縦 

自己ＰＲ  

  「富蔵(ふっく ら)寄席」 年 2 回 全国「ひでよし会」会長 

第
九
十
二
回 

い
わ
き
寄
席
の
案
内 

ご家族、お 友達お 誘いの上お いで 下さ い 
―笑う 門には福来ると いいます。 

笑いは家族円満― 

『
花
見
』
満
開
の
さ
く
ら
に
満
喫 

親子？・・恋人？・・・。 

外の風は冷たかった。 

ほんとうに満開です。 

なにを見ての会話かな？。 

仲の良いご夫婦です。 

１回２回と楽しそう・・・。 

利用目的の範囲 
 
①本人のサ ービ

ス 提供に 必要
な利用目的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②上記外の 利用

目的 

 
 
○ 施設の内部での利用に係る事例 
介護サービスの利用者等に提供する介護サービス 
・介護保険事務 
・管理運営業務 

｢入退所等の管理｣ 
｢会計・経理｣ 
｢事故等の内部報告｣ 
｢当該利用者の福祉サービスの向上｣ 

・広報紙の作成 
 
○ 他の事業所への情報提供を伴う 事例 
・当該事業者が利用者等に提供するサービス 

｢他の事業者等との連携｣ 
｢他の事業者等からの照会への回答｣ 
｢外部の者の意見・助言を求める場合｣ 
｢その他の業務委託｣ 
｢家族等への心身の状況説明｣ 

・介護保険事務 
｢審査支払機関へのレセプトの提出｣ 
｢審査支払機関又は保険者からの 紹介への
回答｣ 

・損害賠償保険などに係る保険会社等への相談又
は届け出等 

・広報紙の配布 
 
○ 施設の内部での利用に係る事例 
・介護関係事業者の管理運営業務 

｢介護サービスや業務の維持・改善の為の基
本資料｣ 
｢介護保険施設等において行われるボランテ
ィア活動、学生の実習への協力｣ 
 

 
 

施設に於いて個人情報の利用目的  
 
介護老人福祉施設 望洋荘 
施設長  吉 田 裕 子 

 

施
設
で
の
個
人
情
報
取
扱
い
に
つ
い
て 
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一
九
四
六
年
に
調
印
さ
れ
ま
し
た
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
憲
章
の
前
文
に
「
健
康

と
は
、
完
全
な
肉
体
的
、
精
神
的
及
び
社
会
的
福
祉
（
安
寧
）
の
状
態
で
あ
り
、
単
に
疫

病
又
は
病
弱
の
存
在
し
な
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
唱
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
一
九

四
八
年
四
月
に
は
こ
の
憲
章
の
効
力
が
発
生
し
、
人
類
の
健
康
の
向
上
増
進
を
目
的
と
し

た
国
際
的
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
機
関
と
し
て
の
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

日
本
Ｗ
Ｈ
Ｏ
協
会
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
の
精
神
を
普
及
、
事
業
目
的
達
成
に
協
力
し
、
わ
が

国
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
九
六
五
年
に
設
立
。
本
部
を
京
都
に
、

支
部
を
東
京
、
と
関
西
に
お
い
て
、
主
と
し
て
治
療
医
学
の
視
点
か
ら
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
、
こ
れ
に
予
防
医
学
や
環
境
の
視
点
も
加
え
た
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
の
健
康
増
進
に
役
立
つ
活
動
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
全
国
的
に
活
動
拠
点
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
で
て

き
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
動
き
の
な
か
で
、
有
志
に
呼
び
か
け
て
二
〇
〇
二
年
十
二
月
九
日
に
全
国

十
番
目
の
支
部
と
し
て
本
部
の
承
認
を
得
て
福
島
支
部
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
支
部
と

し
て
の
本
格
的
な
活
動
は
、
こ
れ
か
ら
県
内
各
地
の
皆
様
方
の
ご
賛
同
を
得
て
、
会
員
数

の
増
加
を
図
り
な
が
ら
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
活
動
に
つ
い
て
県
内

の
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
県
内
各
地
で
地
域
の
事
情
に
応
じ
た
取
り
組

み
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
福
島
支
部
で
は
、
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
三
〇
〇
〜

四
〇
〇
名
規
模
）
を
年
一
回
開
催
す
る
ほ
か
に
、
各
地
区
毎
に
年
一
〜
二
回
健
康
講
話
を

開
催
（
五
〇
〜
六
〇
名
規
模
）
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
三
年
三
月
一
日
に
は
い
わ
き
市
に
お
い
て
『
福
島
支
部
設
立
記
念
健
康
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
を
開
催
し
、
坪
井
栄
孝
前
日
本
医
師
会
会
長
か
ら
「
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て
」
、

比
嘉
照
夫
琉
球
大
学
教
授
か
ら
は
「
微
生
物
の
世
界
か
ら
見
た
環
境
と
健
康
」
と
題
し
て

の
記
念
講
演
と
、
地
元
の
先
生
方
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
―
「
食
と
健
康

に
つ
い
て
」
―
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
六
日
に
は
、
い
わ

き
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
健
康
講
話
を
開
催
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
テ
ー

マ
を
―
『
あ
な
た
を
救
う
予
防
接
種
』
―
と
し
、
地
元
の
専
門
医
に
「
感
染
症
と
そ
の
予

防
に
つ
い
て
」
と
、
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
そ
の
類
似
疾
患
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 
 

そ
し
て
、
二
〇
〇
四
年
三
月
六
日
に
は
、
『
Ｗ
Ｈ
Ｏ
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
福
島
』
を

福
島
市
に
お
い
て
開
催
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
循
環
器
疾
患
予
防
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
家

守
幸
男
先
生
に
よ
る
―
「
食
環
境
と
健
康
」
―
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
日
は
二
〇
〇
名
近
い
参
加
が
あ
り
、
家
守
先
生
の
話
を
熱
心
に
拝
聴
な
さ
っ
て

い
ま
し
た
。
先
生
か
ら
は
世
界
中
を
歩
い
て
研
究
さ
れ
た
成
果
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
日
本
食
の
若
干

の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
改
め
れ
ば
世
界
の
長
寿
食
に
最
も
近
く
、
循
環
器
疾
患
を
は
じ
め
と
す

る
「
生
活
習
慣
病
」
を
克
服
し
て
健
や
か
な
長
寿
を
実
現
す
る
〝
王
道
〞
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
に
、
在
仏
中
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
名
誉
事
務
局
長
の
中
嶋
宏

先
生
が
来
日
さ
れ
る
の
を
機
に
、
福
島
市
に
お
い
て
、
二
〇
〇
四
年
十
月
七
日
に
「
健
康

講
話
」
と
し
て
「
長
寿
の
礎
―
究
極
の
ガ
ン
予
防
か
ら
、
ガ
ン
で
死
な
な
い
」
と
題
し
て

ガ
ン
の
予
知
予
防
に
わ
た
っ
て
の
長
年
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後

半
に
先
生
が
お
話
さ
れ
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ 

の
健
康
定
義
を
新
し
く
見
直
そ
う
と
い
う
提
案
、
即

ち
、
精
神
的
霊
的
な
健
康(spiritual health)

に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
あ
ら
た
め
て
健
康

と
は
何
ぞ
や
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
会
で
し
た
。 

 

福
島
支
部
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
数
少
な
い
会
員
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
道
な
活
動
を
積

み
重
ね
る
中
で
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生
諸
氏
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
支
部
設
立
趣
旨
に
つ
き
ま
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
い
ろ

い
ろ
と
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
福
島
県
立
医
科
大
学
医
学
部
同
窓
会
報
〝
光
が
丘
〞
三
十
四
号
」 

平
成
十
七
年
二
月
発
刊
へ
の
寄
稿
文
か
ら 

 

理
事
長
の
著
作
集
よ
り 

そ
の
⑰ 



介
護
老
人
福
祉
施
設 

『
望
洋
荘
』 

 
職
員
紹
介
⑰
＆
コ
メ
ン
ト
集 

２００5 年 望洋荘便り １６頁 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

介
護
士 

永
沢 

幸
一 

   

入
社
し
て
四
ヵ
月
が
無
事
過
ぎ
桜
咲
く
春
を
迎
え
ま
し
た
。

先
輩
の
方
々
の
ご
指
導
の
お
陰
と
深
く
感
謝
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
で
は
、
ご
利
用
者
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

何
よ
り
の
楽
し
み
と
な
り
ま
し
た
。
常
に
「
優
し
さ
」
と
「
思

い
や
り
」
の
心
を
忘
れ
ず
に
日
々
、
今
日
よ
り
明
日
と
向
学

の
精
神
を
も
っ
て
、
仕
事
に
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

最
後
に
私
の
好
き
な
言
葉
で
す
。
文
豪
ゲ
ー
テ
曰
く 

「
よ
ろ
こ
び
を
も
っ
て
仕
事
を
し
、
成
し
遂
げ
た
仕
事
を
よ

ろ
こ
べ
る
者
は
幸
福
で
あ
る
。」 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

介
護
士 

小
泉 

真
人 

   

望
洋
荘
で
働
き
始
め
て
、
四
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
初
め

は
利
用
者
様
と
、
ど
う
接
し
て
い
い
の
か
な
ど
色
々
戸
惑
う

事
ば
か
り
で
し
た
が
、
優
し
い
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ

り
、
日
々
勉
強
さ
せ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
言
葉
や
行

動
が
利
用
者
様
の
笑
顔
の
源
に
な
る
と
僕
は
思
っ
て
い
ま
す
。

又
、
利
用
者
様
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
と
こ
ち

ら
も
笑
顔
に
な
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
一
生
懸
命
、
利
用

者
様
の
笑
顔
の
た
め
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

『
望
洋
荘
』
の
各
部
門
の
内
部
の
紹
介
を
し
ま
す
。
今
月

は
「
豊
間
海
岸
通
り
」
で
す
。 

 

居
室
部
門
（
ユ
ニ
ッ
ト
） 

豊
間
海
岸
通
り
一
丁
目
に
は
一
、

二
、
三
、
五
番
地
の
四
つ
の
居
室
が
あ
り
、
ほ
か
に
ホ
ー
ル

を
中
心
に
し
て
、
他
に
二
、
三
、
五
丁
目
と
命
名
さ
れ
た
居

住
地
区
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
十
六
名
の
方
々
が
支
援
す

る
職
員
と
と
も
に
住
ん
で
い
る
共
同
体
で
す
。 

 
 

               

利
用
者
数
は
十
六
名
全
員
女
性
で
あ
り
。
そ
の
内
七
名
の

方
は
自
立
（
歩
行
・
ト
イ
レ
が
自
力
で
可
能
）
し
て
い
ま
す
。

最
高
齢
九
十
七
歳
・
最
小
齢
七
十
七
歳
の
平
均
八
十
七
・
七

歳
で
す
。 

特
徴
と
し
て
は
歌
が
好
き
な
利
用
者
が
多
く
歌
を
中
心
と

し
た
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
け
花

が
好
き
な
方
も
多
く
月
二
回
の
生
け
花
教
室
に
も
多
く
の
方

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
壁
面
に
は
、
書
道
・
折
り
紙
の
作
品

な
ど
が
飾
ら
れ
女
性
の
み
ユ
ニ
ッ
ト
だ
け
に
、
清
楚
な
雰
囲

気
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
す
。 

時
代
劇
を
こ
よ
な
く
愛
し
利
用
者
の
多
く
が
、
午
前
十
時
頃

の
時
間
に
な
る
と
自
然
に
テ
レ
ビ
の
前
に
集
ま
り
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
〝
遠
山
の
金
さ
ん
〞
・
〝
暴
れ
ん
坊
将
軍
〞
な
ど

を
観
て
い
ま
す
。 

                            

豊間海岸通りへは、正面玄関より事務所前を左へ曲がり、
医務室前を通って左側の階段を昇り右へ曲がり突き当たり
のユニットです。 
 正面を入りますと、左側の壁には書道・折り紙などが飾られ
ています。その先にホールがあり、ここは普段入居者様が過
ごされている場所です。ディルームには大型テレビがあり、こ
の前に椅子を並べテレビを観ています。ディルームからは太
平洋と中庭を見ることが出来ます。今、海を望むと手前の森
に桜が咲き揃い海と桜が調和してとても綺麗です。 

『
望
洋
荘
』
に
住
ん
で
み
て 

第
四
話 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
七
年
四
月
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
人 

り
ん
さ
く
福
祉
会 

 
 
 
 
 

  

介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 

電 

話 
 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
３
７
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

（
０
２
４
６
）
５
５
‐
７
２
５
５ 

豊間ユニット職員は現在

７名（男性４名・女性３名）

で構成されており、入居者

様が日々愉しんでいただ

ける様工夫を凝らしてい

ます。（写真は先日行われ

た【つり大会】の模様です） 

今
月
の
言
葉
そ
の
⑮
（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 


